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秋ぐらい、テレビやネットと別れてみませんか？
そこに、人生を変える出会いがあるかもしれません。

“読書の秋” いい本、探してみませんか？
きっと心も色づくはず。

特 集

P12 ೨ऱौय
P13 ೨൧ਪ؞ऋ॒ਫ਼൧
P20 ॖঋথॺੲਾ
P21ؙ��؞ऽठभਵ

【表紙】四万十緑林公園で本を手に笑顔を見せるのは、四万十町地域
おこし協力隊として活躍している吉岡亜紀さん。図書館や本屋など、
本がある空間が大好きだと話します。普段本を読む人も読まない人も、
この秋、心に残る一冊をぜひ探してみてはいかがでしょうか。
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あなたは最近、本との出会いがありましたか？
文化庁の調査では、社会人の約２人に１人が、１か月
に１冊も本を読まないということが分かっています。
読書の秋。ホントの出会いを、探してみませんか？

年
７
月
、
窪
川
の

本
町
に
オ
ー
プ
ン

し
た
「
あ
っ
と
本

町
」
。
昔
懐
か
し
い
雰
囲
気
の

部
屋
の
中
に
は
、
多
く
の
人
々

の
思
い
出
が
詰
ま
っ
た
古
書
が

ぎ
っ
し
り
と
並
ん
で
い
ま
す
。

子
ど
も
の
頃
読
ん
だ
本
、
感
動

し
た
小
説
、
お
気
に
入
り
の
漫

画
な
ど
、
あ
な
た
に
と
っ
て
の

大
切
な
一
冊
が
見
つ
か
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。



子どもたちに、
本との喜びを。
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　　　ココロ豊かに、
　　　　　大きなヨロコビ。
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子
ど
も
の
頃
見
た
絵
本
を
、
あ
な

た
は
覚
え
て
い
ま
す
か
。
絵
本
の
読

み
聞
か
せ
は
、
単
に
子
ど
も
を
楽
し

ま
せ
る
だ
け
で
な
く
、
様
々
な
メ

リ
ッ
ト
を
も
た
ら
し
て
く
れ
ま
す
。

例
え
ば
、
絵
本
を
介
し
て
文
章
を
自

然
と
理
解
し
て
い
く
よ
う
に
な
っ
た

り
、
絵
本
の
ス
ト
ー
リ
ー
か
ら
さ
ま

ざ
ま
な
イ
メ
ー
ジ
を
作
る
よ
う
に
な

り
、
想
像
力
や
発
想
力
の
向
上
に
も

役
立
っ
た
り
し
ま
す
。

　
四
万
十
町
立
図
書
館
に
は
、
親
子

で
訪
れ
る
方
も
多
く
い
ま
す
。
本
館

と
大
正
分
館
で
は
ぞ
れ
ぞ
れ
毎
週
土

曜
日
（
本
館
で
は
第
一
日
曜
日
も
開

催
）
に
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
会
を

行
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
は
、
落
ち

着
い
た
空
間
の
中
で
、
親
子
で
一
緒

に
絵
本
を
楽
し
ん
だ
り
、
絵
本
を
介

し
て
親
子
で
触
れ
合
う
時
間
を
過
ご

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
の
読
み
聞
か
せ
を
行
っ
て
い
る

ス
タ
ッ
フ
の
中
に
は
、
図
書
館
の
職

員
だ
け
で
は
な
く
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
参
加
し
て
い
る
方
も
い
ま
す
。
ま

た
、
ス
タ
ッ
フ
全
員
が
、
図
書
館
で

毎
月
行
っ
て
い
る
読
み
聞
か
せ
の
勉

強
会
、
「
え
ほ
ん
の
は
こ
」
に
参
加

し
て
い
ま
す
。

　
絵
本
の
中
は
、
縦
書
き
か
横
書
き

か
に
よ
っ
て
、
ペ
ー
ジ
を
め
く
る
方

向
が
違
っ
て
い
た
り
、
長
く
大
き
い

本
も
あ
っ
た
り
す
る
た
め
、
子
ど
も

た
ち
が
一
番
見
や
す
く
な
る
よ
う
に
、

持
ち
方
や
ペ
ー
ジ
の
め
く
り
方
を
工

夫
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
読
む
速

さ
や
ペ
ー
ジ
を
め
く
る
タ
イ
ミ
ン

グ
、
絵
本
を
見
せ
る
角
度
な
ど
、

見
る
子
ど
も
た
ち
が
よ
り
絵
本
の

世
界
に
入
り
込
ん
で
楽
し
む
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
た
く
さ
ん
の
細

か
な
工
夫
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
読
み
聞
か
せ
の
前
に

は
、
子
ど
も
た
ち
と
の
距
離
を
縮

め
る
た
め
に
ス
タ
ッ
フ
が
手
遊
び

を
披
露
し
、
参
加
者
と
一
緒
に

な
っ
て
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
本
と

の
触
れ
合
い
は
、
子
ど
も
た
ち
に

大
き
な
喜
び
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

後
６
か
月
ぐ
ら
い
か
ら
、

赤
ち
ゃ
ん
は
言
葉
に
興

味
を
持
ち
始
め
ま
す
。

こ
の
時
期
に
、
絵
本
の
世
界
や
大
切

な
言
葉
の
数
々
と
出
会
う
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
四
万
十
町
で
は
、
７
か

月
児
健
診
の
際
に
、
対
象
者
全
員
に

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
す
る
「
ブ
ッ

ク
ス
タ
ー
ト
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

目
の
前
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
絵
本
の

世
界
に
、
赤
ち
ゃ
ん
も
興
味
深
々

の
様
子
で
す
。
絵
本
は
、
ブ
ッ
ク

ス
タ
ー
ト
の
バ
ッ
ク
と
一
緒
に
全
員

に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
３
歳
を
迎
え
ら
れ
た
児
童

と
保
護
者
の
方
を
対
象
に
、
セ
カ
ン

ド
ブ
ッ
ク
と
し
て
絵
本
の
プ
レ
ゼ
ン

ト
と
読
み
聞
か
せ（
読
み
聞
か
せ
は

第
二
土
曜
日
を
除
く
毎
週
土
曜
日
の

午
後
二
時
か
ら
）を
行
っ
て
い
ま
す
。

普
段
は
図
書
館
を
利
用
さ
れ
な
い
方

も
、
ぜ
ひ
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
、
図

書
館
へ
足
を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。



四万十町人事行政の運営などの状況を公表四万十町人事行政の運営などの状況を公表
	 

「四万十町人事行政の運営等の状況の公表に関する条例」の規定に基づき、四万十町における令和元年
度人事行政の運営等の状況を公表します。
■ 職員の任免及び職員数に関する状況 
（１）職員数の状況 （各年４月１日現在）

・一部事務組合解散に伴う人事給与業務増加のため（１）
・土砂警戒区域内にある避難所の見直し業務のため増員（１）

・事務配分の見直し（▲２）

・マイナンバー業務対応のため窓口職員を増員（１）
・事務配分の見直し（５）

・事務配分の見直し（▲１）

・事務配分の見直し（▲３）
・臨時対応していた保育士の雇用（１）

・事務配分の見直し（▲１）
・事務配分の見直し（▲１）

・事務配分の見直し（１）
・欠員の補充（１）

・事務配分の見直し（▲１）

・事務配分の見直し（３）
・文化的施設建設業務増加のため増員（１）

・業務を本庁に統合（▲１）
・業務を本庁に統合（▲１）
・一部事務組合特別養護老人ホーム解散に伴う職員の増（４３）
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▲１
２

４
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　▲１
▲１
４３
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４７

一般行政
部門

特別行政
部門

会計部門
公営企業
など

合　　計

区 分
部 門 

職 員 数 対 前 年 
増 減 数 主 な 増 減 理 由 元年 ２年 

（注）職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有する休職者、派遣職員などを含み、臨時又は非常勤務員を除いています。

(㸰)	 ௵⏝࣭㏥⫋ࡢ≧ἣ	 	 

任 用
事 務 職 建 築

 技 術 職 保 育 士 介 護
 職 員 医 師

そ の 他
(一部事務組合
解散による任用)

計

６ １ ２ ２ １ ４１ ５３

退 職
普 通 退 職

 

定 年 退 職 そ　の　他
（再任用任期満了による者） 計

２ １２ １ １５

■ 職員の勤務時間その他の勤務条件に関する状況  
正規の勤務時間 休憩時間

７時間45分 （週38時間45分） １２：００～１３：００８：３０ ～ １７：１５ 

■ 職員の休業に関する状況
区 分 付与日数 取得状況 備考
有給休暇 年間 20日 平均 １１．７日  Ｈ31.1.1～Ｒ元.12.31
夏季休暇 ３日 平均 ２.９日  
育児休業 子が３歳に達する

までの期間 取得者数 １３人 無給
■ 職員の分限および懲戒処分の状況 	 

(１)  分限処分の状況
区　分    降任  免職  休職 降給 計

心身の故障   ０ ０  ３ ０ ３
分限処分：職員がその職責を十分に果たすことができない場合に行われる、
　　　　　職員の意に反する不利益な身分上の変動をもたらす処分。

懲戒処分：職務上の義務違反など、公務員としてふさわしくない非行があった
　　　　　場合に行われる処分。	 

(２)  懲戒処分
区  分 戒告 減給 停職 免職 計

地方公務員法等に違反 ０ ０ ０ ０ ０

■ 職員の服務の状況 	 

(１)  営利企業等の従事許可申請の状況

許可件数 ２3件
（農業や区長等が含まれます）

※規則により任命権者が認める場合に限り、例外的に営利企業などに
　従事する許可を得ることができます。

	 

(２)  職務専念義務免除の状況
区    分 承認件数

厚生に関する計画の実施に参加する場合 ６件
その他特別の事由がある場合 ０件
※法律又は条例で定めに該当する場合、限定的にその職務専念義務免除が認め
　られています。
	 

	 

■ 職員の研修および人事評価の状況 
(１) 職員の研修の状況（職種別研修を除く）

 (２)  人事評価の状況 

勤勉手当 昇　　給 
上位 標準 下位 上位 標準 下位

分布率 ０.３４％ ９８.６４％ １.０２％ ０％ ９8.６３％ １.３７％

■ 職員の福祉及び利益の保護の状況 	 

(１) 職員の福利厚生事業の状況
事　　項 対象者など 実施金額 

四万十町 法定健康診断  希望職員 1,145,696円
16,924,000円
（内会員掛金額）
10,616,800円

 

高知県市町村互助会
給付事業・短期人間ドックの利用助成・保養施設
利用助成・厚生事業・貸付事業・退職福祉部事業・
団体定期保険事業

該当職員・希望職員

 【特記事項】 高知県市町村互助会会員数  311人  （平成 31年４月１日現在）

(２) 公務災害補償の申請状況
区 分 件 数 公務災害の概要 
公務災害 ０件

■ 高知県人事委員会からの状況報告
職員の勤務条件に関する措置の要求 要求件数 ０件
職員に対する不利益処分に関する不服申立 申立件数 ０件

研修機関 研修区分 研修内容 受講者

こうち人づくり広域
連合

階層別研修 新規採用、５年目、１０年目、係長、課長補佐、課長、基本研修（一般）、基本研修（管理職）
 

能力向上・
開発研修

 
地域力創造研修 広域連合企画
政策研究共同事業 政策づくり入門研修

高知県総務部 ―

―
―
―
―

―

―

メンタルヘルスマネジメント実践研修会
統計学（入門編）

れんけいこうち広域都市圏 国庫補助事業事務と会計検査研修
日本電信電話ユーザ協会 リフレッシュセミナー（接遇・電話応対マナーセミナー）
全国市町村国際文化
研修所

 

自治体におけるＳＮＳの活用
自治体の自律的な財政運営～制度と最新の動向～

地域活性化センター 地方創生実践塾

日本経営協会 初心者のための年末調整実践講座
臨時・非常勤職員および会計年度任用職員の任用と管理実務セミナー

町独自の主な研修

人事評価制度研修
人事評価制度 期中面談研修
人事評価制度 業績・能力評価研修
人権研修（四万十町人権教育研究協議会講演会）
特定個人情報保護 安全管理措置研修
ストレスチェック制度職員説明会
マイナンバー制度・安全管理措置研修
自分と周りのためのメンタルヘルス研修
地域に飛び出せ！公務員研修

自治体法務入門、地方自治法、基礎から学ぶ複式簿記、決算書の見方、行財政問
題研究、先進事例研究セミナー、契約事務基礎、起案文書作成基礎、パソコン集合、
ｅ-ラーニング、リスクマネジメント、メンタルヘルス、ＯＪＴの進め方、防災・減災力向
上セミナー、意識改革セミナー、接遇研修

９２

８９

７
２
２
１
２６
１２
１
１
１
２
１
２２
２０
２６
２９
８２
３７
８０
１１４
３１

　平成２８年度から、職員の能力と業績に基づく人事評価制度を本格実施し、その評価結果を勤勉手当と昇給に反映しています。
また、人事異動、人材育成などに活用しています。
勤勉手当と昇給への反映状況（令和元年度の評価結果の反映）
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財政健全化法に基づく健全化判断比率等を公表します
　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」により、令和元年度決算に基づく「健全化判断比率」ならびに公営
企業会計ごとの「資金不足比率」を公表します。この法律は、地方公共団体の財政状況を指標として算定・公表し、健
全化の状況をより明らかにするためのものです。
　本町での「健全化判断比率（４指標）」と「資金不足比率」は、いずれも下表のとおり健全化法の基準である「早期
健全化（経営健全化）基準」を下回っており、現時点では適正な水準にあります。今後も四万十町総合振興計画に位
置づけられた将来像に向け、健全な財政を維持していきます。
※下表の早期健全化（経営健全化）基準および財政再生基準は、いずれも令和元年度決算に対する基準を表示しています。
※各指標の算定資料の書類などは、総務課（財政班）に備えています。

    財政健全化法に基づく健全化判断比率等について
　健全化判断比率（資金不足比率）とは、地方公共団体における財政の健全性を示す基準の一つで、地方公共団体の財政状況
を統一的な指標で明らかにし、必要に応じて早期に是正を行うことにより、地方公共団体の財政破綻などを未然に防ぐことを目的
としています。
　各指標には、財政規模などによって「早期健全化基準（経営健全化基準）」と「財政再生基準」といった基準が定められており、健
全化判断比率のいずれかが「早期健全化基準」以上となった場合、または資金不足比率が「経営健全化基準」以上となった場合は
財政健全化計画を策定し、健全化に向けて計画的に取り組まなければなりません。また、健全化判断比率のいずれかが「財政再生
基準」以上となった場合は、いわゆる赤字再建団体となり、財政再生計画を策定し、国等の関与による確実な再生が求められます。
　※各指標とも、数値が低い（または算定されない）ほど財政状況が健全であることを示しています。

◎健全化判断比率

◎資金不足比率
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※「①実質赤字比率」および「②連結実質赤字比率」は赤字がないため、また「④将来負担比率」については実質的な将来負担額が
　ないため、いずれも「―」で表示しています。

※⑤資金不足を生じた会計はなく、算定されませんでした。（資金不足額がないため「―」で表示しています。）
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10月1日㊍より

令
和
２
年
９
月

四
万
十
町
議
会

　
　 定 

例 

会
　

　     
　  
　町
長
行
政
報
告

令
和
２
年
９
月

四
万
十
町
議
会

　
　 定 

例 

会
　

　     
　  
　町
長
行
政
報
告

■
新
型
コ
ロ
ナ
ウイ
ル
ス
感
染
症
対
策

　
新
型
コロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
国
内
の
発

生
状
況
は
、５
月
中
旬
以
降
、徐
々
に
減
少
し
て

い
ま
し
た
が
、６
月
下
旬
か
ら
増
加
に
転
じ
、７

月
下
旬
に
は
国
内
の
１
日
の
感
染
確
認
者
数

が
千
人
を
超
え
、現
在
も
連
日
、一
定
数
の
感

染
確
認
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
そ
う
し
た
中
、高
知
県
内
に
お
い
て
も
、７
月

12
日
に
県
内
75
例
目
の
感
染
が
確
認
さ
れ
て

以
降
、散
発
的
に
新
た
な
感
染
者
が
確
認
さ
れ

て
い
る
ほ
か
、社
会
福
祉
施
設
等
で
の
集
団
感

染
も
確
認
さ
れ
て
お
り
、注
意
す
べ
き
状
況
が

続
い
て
い
ま
す
。

　
須
崎
福
祉
保
健
所
管
内
で
は
、８
月
25
日
に

３
例
の
感
染
が
確
認
さ
れ
、本
町
に
お
い
て
も

予
断
を
許
さ
な
い
状
況
と
なって
い
ま
す
。

　
新
型
コロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
い
て
は
、

日
々
状
況
が
変
化
し
て
い
ま
す
が
、町
と
し
て
は
、

今
後
も
引
き
続
き
、町
民
の
皆
さ
ま
の
安
心・

安
全
を
第一に
、不
安
解
消
や
感
染
拡
大
の
防

止
に
向
け
、国・県・関
係
機
関
と
連
携
を
密
に

し
、必
要
な
対
策
を
講
じ
ま
す
。

　
先
の
６
月
定
例
議
会
に
お
い
て
は
、緊
急
対

応
と
し
て
総
額
１
億
２
３
３
８
万
円
の
地
方
創

生
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
、感
染
拡
大
防
止

策
を
講
じ
る
と
と
も
に
、感
染
拡
大
の
影
響
を

受
け
て
い
る
地
域
経
済
や
住
民
生
活
を
支
援

す
る
た
め
の
各
種
事
業
を
措
置
し
た
と
こ
ろ
で

す
。９
月
の
補
正
予
算
に
お
い
て
は
、雇
用
の
維

持
と
事
業
の
継
続
、さ
ら
に
は
経
済
活
動
の
回

復
を
図
る
た
め
、総
額
４
億
２
７
１
６
万
円
の

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
て
コロ
ナ
禍

か
ら
の
復
興
対
応
を
推
進
し
ま
す
。

　
町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、今
後
の
状
況
も
注
視

し
な
が
ら
、国
の
示
す「
新
し
い
生
活
様
式
」の

実
践
な
ど
、こ
れ
ま
で
以
上
に
感
染
症
予
防
に

取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

■
イ
ベン
ト
の
中
止
な
ど

　
新
型
コロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大

に
よ
り
、国
内
で
は
、オ
リ
ン
ピッ
ク
や
パ
ラ
リ
ン

ピッ
ク
、高
校
野
球
、修
学
旅
行
な
ど
多
く
の
催

し
が
影
響
を
受
け
、中
止
や
延
期
を
余
儀
な
く

さ
れ
て
お
り
、本
町
に
お
い
て
も
、例
年
４
月
か

ら
８
月
ま
で
に
行
わ
れ
て
い
た
各
種
催
し
が
中

止
と
なって
い
ま
す
。

　
９
月
以
降
の
本
町
に
関
連
す
る
イ
ベン
ト
に

つ
い
て
は
、10
月
の
ウ
ル
ト
ラ
マ
ラ
ソ
ン
の
中
止

が
決
定
し
て
お
り
、11
月
の
米
こ
め
フェス
タ
、

西
部
地
区
産
業
祭
は
会
場
で
の
催
し
を
中
止

し
、代
わ
り
と
な
る
企
画
を
検
討
し
て
い
る
ほ

か
、台
地
祭
り
の
縮
小
開
催
が
決
定
し
て
い
ま

す
。ま
た
、学
校
、保
育
所
な
ど
の
関
係
で
は
、

陸
上
記
録
会
、音
楽
祭
の
中
止
が
決
定
さ
れ
て

お
り
、体
育
祭・運
動
会
に
つ
い
て
は
、規
模
の

縮
小
や
時
間
の
短
縮
な
ど
が
検
討
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
の
イ
ベン
ト
に
つ
い
て
は
、感
染
の

拡
大
状
況
等
を
注
視
し
な
が
ら
、国
の
示
す
留

意
事
項
に
従
い
慎
重
に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

■
家
地
川
堰
堤
の
水
利
権
更
新

　
家
地
川
堰
堤
は
、令
和
３
年
４
月
７
日
が
発

電
用
取
水
の
水
利
権
更
新
期
限
と
なって
お
り
、

前
回
更
新
時
の
平
成
23
年
に
は
、維
持
流
量
、

許
可
期
間
と
も
に
現
状
維
持
を
条
件
と
し
て

許
可
更
新
さ
れ
、現
在
に
至って
い
ま
す
。

　
今
回
の
水
利
権
更
新
に
お
い
て
は
、県
に
対

し
て
、町
民
の
皆
さ
ま
の
意
見
を
取
り
ま
と
め

た
町
と
し
て
の
意
見
を
提
出
す
る
た
め
、７
月

21
日
に
東
部
漁
協
と
の
意
見
交
換
会
を
、８
月

４
日
と
７
日
に
大
正
と
十
和
の
そ
れ
ぞ
れ
の
地

区
で
住
民
意
見
聴
取
会
を
開
催
し
、水
利
権
に

関
し
て
特
に
水
量
が
少
な
く
な
る
と
き
は
放
流

量
を
増
加
す
る
こ
と
を
要
望
し
て
ほ
し
い
な
ど

の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
後
は
、い
た
だ
い
た
ご
意
見
を
踏
ま
え
、再

度
、住
民
意
見
交
換
会
を
開
催
し
、年
末
の
各

地
区
区
長
会
で
お
知
ら
せ
し
た
上
で
、町
と
し

て
の
意
見
を
提
出
す
る
予
定
で
す
。

■
ふ
る
さ
と
納
税

　
ふ
る
さ
と
納
税
につい
て
は
、昨
年
度
の
税
制

改
正
に
伴
い
、返
礼
品
は
寄
附
金
額
の
３
割
以

下
で
あ
る
こ
と
、地
域
内
の
地
場
産
品
で
あ
る

こ
と
な
ど
の
基
準
が
設
け
ら
れ
、ふ
る
さ
と
納

税
の
対
象
自
治
体
と
な
る
に
は
総
務
大
臣
の
指

定
を
受
け
る
こ
と
が
必
須
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
状
況
の
中
、本
町
で
は
以
前
か
ら

地
域
内
の
地
場
産
品
の
み
を
返
礼
品
と
し
、返

礼
率
につ
い
て
も
全
て
３
割
以
下
と
し
て
、ふ
る

さ
と
納
税
の
趣
旨
を
踏
ま
え
て
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
き
た
こ
と
も
あ
り
、本
年
４
月
か
ら
８

月
ま
で
の
寄
附
金
額
お
よ
び
寄
附
件
数
は
、昨

年
同
時
期
を
上
回
る
結
果
と
な
り
、８
月
末
現

在
の
寄
附
金
額
は
、前
年
比
66
％
増
の
４
億
３

０
０
万
円
余
り
、寄
附
件
数
は
、前
年
比

1
0
0
％
増
の
３
万
３
１
０
０
件
余
り
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、町
内
事
業
者
と
の
連
携
に
よ
り
、

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
活
用
し
て
本
町
の
情
報

や
魅
力
の
発
信
、地
産
外
商
を
推
進
し
、「
四
万

十
町
ファ
ン
」の
獲
得
に
努
め
る
と
と
も
に
、寄

附
者
の
方
々
に
対
す
る
寄
附
金
の
使
途
お
よ
び

そ
の
成
果
の
周
知
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
町
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、ふ
る
さ

と
納
税
の
取
り
組
み
を
ご
親
族
や
知
人
な
ど
に

お
知
ら
せ
い
た
だ
き
、我
が
四
万
十
町
を
ご
支

援
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

■
高
齢
者
支
援
課
の
移
転

　
介
護
保
険
、高
齢
者
福
祉
、地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
を
主
な
業
務
と
し
て
本
年
度
に
新
設

し
た
高
齢
者
支
援
課
につい
て
は
、５
月
に
西
庁

舎
への
移
転
を
予
定
し
て
い
ま
し
た
が
、国
の
特

別
定
額
給
付
金
事
業
に
対
応
す
る
た
め
、そ
の

時
期
を
延
期
し
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
た
び
、９
月
の
連
休
中
に
作
業
を
行
い
、

９
月
23
日
か
ら
西
庁
舎
で
の
業
務
を
開
始
し
ま

す
。移
転
先
は
町
民
課
の
南
隣
で
、町
民
課
の

業
務
で
あ
る
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
手
続

き
等
を
同
じ
フ
ロ
ア
で
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
、来
庁
者
の
移
動
の
負
担
軽
減
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、東
庁
舎
の
高
齢
者
支
援
課
移
転
後
の

ス
ペ
ー
ス
に
は
、10
月
か
ら
子
育
て
世
代
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
を
開
設
す
る
予
定
と
し
て
お
り
、

高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、子
育
て
支
援
の一層
の

充
実
を
図
り
ま
す
の
で
、町
民
の
皆
さ
ま
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

■
四
万
十
川
ジ
ッ
プ
ライン

　
十
和
地
域
の
観
光・交
流
促
進
を
図
る
た
め
、

ご
成
婚
の
森
か
ら
道
の
駅
四
万
十
と
お
わ
敷
地

内
に
か
け
て
整
備
し
た「
四
万
十
川
ジ
ッ
プ
ラ

イ
ン
」に
つ
い
て
は
、本
年
６
月
27
日
に
高
知
県

知
事
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
関
係
者
に
ご
出

席
を
い
た
だ
き
、無
事
に
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
と

な
り
ま
し
た
。

　
オ
ー
プ
ン
後
も
各
メ
デ
ィ
ア
で
取
り
上
げ
て

い
た
だ
い
た
こ
と
や
夏
休
み
期
間
中
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、８
月
末
時
点
で
大
人
が
２
９
７
７

人
、子
ど
も
が
９
２
１
人
、合
計
３
８
９
８
人
の

利
用
者
数
と
な
って
お
り
、当
初
の
年
間
利
用

見
込
７
２
０
０
人
の
半
数
を
超
え
て
い
る
状
況

で
す
。今
後
は
、閑
散
期
と
予
想
さ
れ
る
晩
秋

か
ら
冬
場
に
か
け
て
の
季
節
的
な
イ
ベン
ト
や

サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
実
施
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、オ
ー
プ
ン
に
合
わ
せ
て
、道
の
駅
や
周

辺
観
光
施
設
な
ど
と
の
連
携
も
行
わ
れ
て
お
り
、

本
町
の
体
験
型
観
光
の
要
と
し
て
、更
な
る
観

光
客
の
増
加
、交
流
人
口
の
拡
大
を
目
指
し

ま
す
。

■
文
化
的
施
設

　
本
町
の「
芸
術・文
化
の
拠
点
」、「
地
域
コ

ミュニ
テ
ィの
拠
点
」を
目
的
と
す
る
文
化
的
施

設
の
整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、先
の
３

月
定
例
議
会
の
行
政
報
告
に
お
い
て
、９
月
末

を
目
途
に
基
本
設
計
、そ
の
後
に
実
施
設
計
、

令
和
３
年
度
着
工
、令
和
４
年
度
竣
工
を
予
定

と
し
て
準
備
を
進
め
る
と
の
報
告
を
行
い
ま

し
た
。

　
そ
の
後
、国
の
緊
急
事
態
宣
言
に
よ
る
県
を

ま
た
い
で
の
移
動
制
限
等
の
影
響
も
あ
り
、基

本
設
計
業
者
や
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
の
直
接
的
な

打
合
せ
の
ほ
か
、住
民
対
象
の
ワ
ー
ク
ショッ
プ

が
開
催
で
き
ず
、現
時
点
で
は
町
民
の
皆
さ
ま

の
施
設
に
対
す
る
理
解
の
深
ま
り
や
、そ
の
た

め
の
情
報
提
供
が
十
分
で
な
い
状
態
の
た
め
、

基
本
設
計
業
務
につ
い
て
は
業
務
期
間
を
年
度

末
ま
で
延
長
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
に
伴
い
実
施
設
計
業
務
も
来
年
度
に
着

手
す
る
方
向
と
な
り
、当
初
の
予
定
か
ら
半
年

以
上
の
遅
れ
が
想
定
さ
れ
ま
す
の
で
、そ
の
後

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
も
、着
工
は
令
和
４

年
度
以
降
、竣
工
は
令
和
５
年
度
以
降
と
な
る

見
込
み
で
す
が
、議
会
や
町
民
の
皆
さ
ま
の
十

分
な
意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
慎
重
に
進
め

ま
す
。

　
本
年
９
月
以
降
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、運

営
方
法
等
を
示
す
サ
ー
ビ
ス
計
画
を
策
定
し
て

具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
町
民
の
皆
さ
ま
に
お
示

し
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、文
化
的
施
設

の
必
要
性
や
役
割
な
ど
に
つ
い
て
町
民
の
皆
さ

ま
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、住
民
説

明
会
や
勉
強
会
、ワ
ー
ク
ショッ
プ
な
ど
を
精
力

的
に
開
催
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セン
タ
ー

　
本
年
７
月
、安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
地

域
を
目
指
し
、四
万
十
町
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
ま
し
た
。

　
同
セ
ン
タ
ー
は
、子
育
て
の
手
助
け
を
し
て
ほ

し
い
方
と
子
育
て
の
お
手
伝
い
を
し
た
い
方
が

会
員
と
な
り
運
営
さ
れ
る
育
児
支
援
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
組
織
で
、会
員
同
士
の
引
き
合
わ
せ
や

調
整
を
行
う
業
務
を
四
万
十
町
社
会
福
祉
協

議
会
に
委
託
し
て
行
い
ま
す
。

　
８
月
現
在
の
会
員
数
は
10
名
と
なって
お
り
、

今
後
は
、利
用
し
や
す
い
セ
ン
タ
ー
と
な
る
よ
う
、

制
度
の
周
知
な
ど
を
行
い
な
が
ら
会
員
数
の
増

加
な
ど
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、子
育
て
世
代

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
の
適
切
な
運
営
に
よ
り
子
育
て
し
や

す
い
町
と
な
る
よ
う
、職
員
一
丸
と
なって
取
り

組
み
ま
す
。

　
町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、一
層
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を活用し、町内の消費喚起による地域経済の活性化と町民の生活
支援を目的として、町内で使用できる商品券（町民１人あたり5,000円分）を発行し配布します。
◆対象者
令和２年１０月１日現在、四万十町に住民票を有している方全員に
配布します。
※世帯全員の商品券を世帯主宛に、１０月中旬から順次お送りします。
◆商品券の内容
１人あたり 5,000円（500円×10枚つづり）
※商品券は飲食店でのお支払いや小売店での生活用品の購入、タクシー
　でのお支払いなどに使用できる予定です。

「四万十町地域応援商品券」 配布のお知らせ「四万十町地域応援商品券」 配布のお知らせ「四万十町地域応援商品券」 配布のお知らせ「四万十町地域応援商品券」 配布のお知らせ

◆使用可能期間：令和2年11月15日～令和3年2月28日
◆使用できる店舗
使用可能店舗一覧を商品券に同封してお送りします。また、使用
できる店舗は「四万十町地域応援商品取扱店」の表示があります。
※使用可能店舗は随時追加される可能性がありますので、最新情報は四
　万十町ホームページでご確認ください。

［お問い合わせ先］　にぎわい創出課　☎22-3281

　10月より主に十和地域全６路線の経路変更によるダイヤ改正にと
もない、窪川地域、大正・十和地域の時刻表冊子も刷新します。各配
布場所にてご自由にお持ち帰りください。
　また、10月４日より四万十交通が日曜・祝日に運行する路線バス、
大正駅－学校上（ホビー館）もＪＲ予土線のダイヤに合わせた運行に
調整し、ホビー館やかっぱ館
へ公共交通を利用して遊び
に行くことができますので、
ぜひご活用ください。
（9月25日区長文書で大正地域
に全戸配布、10月の区長文書で
窪川地域・十和地域へ回覧予定）

  コミュニティバスダイヤ改正・時刻表について
【実施内容】
十和地域全６路線 十川橋・久保川口での経路変更によるダイヤ変更
（詳細は9月25日の区長文書で全６路線の路線図と時刻表を十和地域に　
全戸配布していますので、ご確認ください）
※十和地域全６路線…戸口・戸川線、地吉線、北の川・広井線、野々川線、古城線、大道線

【時刻表配布場所】
①コミュニティバス車内②四万十町役場企画課・大正地域振興
局・十和地域振興局 ③ハマヤ ④みやた ⑤みどり市 ⑥大正フード
センター ⑦スーパー彦市

ȞȾɜʋʷʽʣʞɻʨʑɬȮᆀᅙȞȹȺȧĂ
ಁɅȜɤȦɂȠȮȰȞɘȳĊ

ȞȾɜʋʷʽʣʞɻʨʑɬȮᆀᅙȞȹȺȧĂ
ಁɅȜɤȦɂȠȮȰȞɘȳĊダイヤ改正のお知らせ
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健  康  広  場健  康  広  場

ۇ
増
え
てい
る
非
ア
ル
コ
ー
ル
性
脂
肪
肝
！

　
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、出
歩
く
機
会
が
少
な
く
な
り
、美
味
し
い
食
べ
物
が

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
買
え
た
り
、運
動
不
足
に
よ
る
コ
ロ
ナ
太
り
で
、体
重
が

増
え
て
、非
ア
ル
コ
ー
ル
性
脂
肪
肝
に
な
っ
て
し
ま
う
人
が
増
え
て
い
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
暴
飲
暴
食
を
避
け
る
の
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、生
活
習
慣
そ
の
も
の
を
見

直
す
こ
と
も
大
切
で
す
。

　
2
0
1
7
年
２
月
、筑
波
大
学
が
運
動
習
慣
の
な
い
中
年
男
性
を
対
象

に
、週
３
回
、12
週
間
の
運
動
に
よ
る
改
善
効
果
の
臨
床
実
験
を
実
施
し
た

と
こ
ろ
、「
体
重
と
内
臓
脂
肪
の
減
少
を
と
も
な
わ
ず
に
、非
ア
ル
コ
ー
ル
性

脂
肪
肝
の
改
善
に
効
果
が
あ
っ
た
」と
発
表
し
ま
し
た
。

　
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
り
非
ア
ル
コ
ー
ル
性
脂
肪
肝
の
脂
肪
蓄
積
と
硬
さ

の
両
方
が
改
善
。

　
筑
波
大
学
は
、2
0
1
5
年
に
も
、週
に
2
5
0
分
以
上
の
中
強
度
の
運

動
は
、脂
肪
肝
を
改
善
す
る
と
発
表
し
て
い
ま
す
。

　
体
重
が
減
ら
な
く
て
も
運
動
で
肝
脂
肪
が
減
る
。

　
も
ち
ろ
ん
健
康
の
た
め
に
体
重
や
内
臓
脂
肪
レ
ベ
ル
は
減
ら
し
て
い
き
た

い
と
こ
ろ
で
す
。

　
ウ
ォ―

キ
ン
グ
や
ラ
ン
ニ
ン
グ
、

ピ
ラ
テ
ィ
ス
運
動
な
ど
を
行
って
、

少
し
ず
つ
脂
肪
肝
を
改
善
し
て
い

く
た
め
に
も
、週
2
5
0
分
以
上

の
運
動
を
定
期
的
に
続
け
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

　
四
万
十
町
国
保
大
正
診
療
所
　
　
　
　
　

入
吉
宏
紀
・
中
澤
彩
花
・
大
川
剛
史

非
ア
ル
コ
ー
ル
性
脂
肪
肝

の
お
は
な
し

健康診査・がん検診
内 容 日 付 時 間 場 所 お問い合わせ

結核・肺がん検診
胃がん検診
大腸がん検診
特定健診
後期高齢者健診

10/31（土）

8:30～9:30
（受付終了）

十和地域振興局 十和町民生活課
☎28-5112

13:30～14:00
（受付終了）

大正健康管理センター 大正町民生活課
☎27-0112

子育て通信
健 診 日 付 時 間 場 所 お問い合わせ

１歳６か月児健診 10/21（水） 対象者に個別通知

大正
健康管理センター

健康福祉課
☎22-3115
大正町民生活課
☎22-0112乳幼児健診 10/27（火） 対象者に個別通知

役場東庁舎

相 談 日 付 時 間 場 所 お問い合わせ

赤ちゃん相談 11/４（水） 窪川地域
子育て支援センター

健康福祉課
☎22-3115

11/２（月）

11/９（月）

40010 のたから 放 送 日 時 間 内 容 お問い合わせ

18:45～
くぼかわ保育所 四万十ケーブルテレビ

☎ 22-1117くぼかわ保育所
（年長紹介）

24時間年中無休無料 ▶健康・医療・介護・育児相談
▶医療機関情報の提供しまんと健康ホットライン ☎0120-788-410

　もう秋ですね。これから肌寒くなってくると、血圧が徐々に上がり、
「冬の間は毎年降圧剤が増える」という方も多いのではないでしょ
うか。長く続けなくてはいけない血圧のお薬は、経済的にも負担に
なり、できれば飲みたくないですよね。実は高血圧の治療は薬だけ
でなく、生活習慣の見直しでお薬よりも効果が出ることもあります。減塩や節酒、軽運動、栄養
の摂り方など、血圧を上げない生活習慣にはコツがあります。
　薬剤師は薬を出すだけではなく、飲んでいる薬を減らすための健康アドバイスもしています。
もちろん、お薬の相談も気軽にしてくださいね。
　ぜひ一度、これからの健康について一緒に考えてみませんか。

調剤技術センター　岡島　千紗

［お問い合わせ先］
（株）調剤技術センターくぼかわ　☎22-1000

血 圧 に つ い て血 圧 に つ い て血 圧 に つ い て

10月の　　　　 健康相談は
4日㊐，18日㊐，25日㊐ です。

無料！

13:30～16:00

　高知県では、出会いや結婚への支援を希望する独身者をそれぞれの地域でボランティアで
サポートしていただく「婚活サポーター」を募集しています。令和２年８月末現在で96名の婚活サポーター、
27名の婚活サブサポーターの皆さまにご協力をいただいて活動をしています。本年度も新たなサポーターを
養成するため、「婚活サポーター養成講座」を開催します。また、独身者のお引き合わせは行わず、婚活サポー
ターと独身者をつないぐ「婚活サブサポーター」も募集いたします。結婚への支援を希望する独身者を、県と
一緒に応援していただける方の参加を心よりお待ちしております。

■日時　令和２年10月17日（土）　10時30分～12時
■会場　四万十町農村環境改善センター「大会議室」  四万十町榊山町3番7号

「婚活サポーター養成講座」「婚活サポーター養成講座」参加者募集!

［申し込み・お問い合わせ先］　高知県少子対策課　出会い・結婚支援担当　☎088-823-9640

無料!

申込締切
10月15日（木）
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お知らせお知らせ

広
告

四万十町、中土佐町の生姜収穫作業（10、11月）
       経験、年齢問いません！畑作業のできる健康な方！
仕事内容：生姜収穫における簡単な農作業
時　　間：8:00～17:00（昼休み、小休憩あり）
給　　与：日給6,800～8,000円
休　　日：面接時要相談（雨天等の収穫中止の際は休みになります）
応　　募：電話連絡の上、面接日時を調整（履歴書不要）

お問合せ先
0880-22-9041
【担当者：谷村、福永】
受付時間：9:00～17:00

株式会社 サカタ 窪川事務所
〒786-0032
高知県高岡郡四万十町影野515

「四万十ポーク」の
ロゴデザイン募集！
　高南台地の澄んだ空気と水とともに、それぞれの農家
の方がこだわりを持って育てられ、柔らかな肉質と良質な
脂肪、また他の豚にはない甘みが特徴の「四万十ポー
ク」、その特性を生かすようなロゴデザインを募集します。

■各賞　最優秀賞　1名 （デザイン料10万円贈呈）
　　　　各農家賞　4名 （副賞：四万十ポーク1万円分贈呈）
■応募締切　11月10日（火）
■結果発表　11月29日（日）（いいにくの日）
　募集の詳細・募集要領についてはJA高知県のホームページ
または町ホームページにて掲載していますので、応募の際は必ず
ご確認ください。

［お問い合わせ先］
　四万十ポークブランド推進協議会事務局
　（JA高知県四万十営農経済センター内）
　〒786-0008 四万十町榊山町 586-2
　☎22-5179（土日祝・年末年始を除く）

令和２年度　入　札　結　果　　（令和２年8月実施分）   

　　　　　　　　　　　工　事　名　等
令和２年度　大正城山ハイツ屋根シート防水補修工事
令和２年度　防安金  第1-002-1号  町道大井川西土佐線道路改良工事
令和２年度　町営住宅奥内第２団地新築工事（建築主体）
令和２年度　町営住宅奥内第２団地新築工事（電気設備）
令和２年度　町営住宅奥内第２団地新築工事（機械設備）
令和２年度　防災  第２号  興津地区高台用地造成工事
令和２年度　家地川地域活性化拠点施設整備事業（建築主体）
令和２年度　家地川地域活性化拠点施設整備事業（電気設備）
令和２年度　家地川地域活性化拠点施設整備事業（機械設備）
令和２年度　災害  第2-14号  十川地区がけくずれ住家防災対策工事
令和２年度（元繰）　単独改良第1号  町道学校前線改良工事

工事場所等
大正
井﨑
大井川
大井川
大井川
興津
家地川
家地川
家地川
十川
志和

落札業者名
㈲郷田組
㈲十和建設
㈲岡田建設
㈱日化住宅機器
㈲横山建材店
㈱はまさき
㈲谷渕住設
㈱芝電気工事店
㈱日化住宅機器
㈲外崎建設
㈲山一建設

入札日
8／6
8／20
8／20
8／20
8／20
8／20
8／27
8／27
8／27
8／27
8／27

工    期
8／13～10／15
8／27～2／28
8／27～2／10
8／27～2／10
8／27～2／10
8／27～2／26
9／10～2／28
9／3～2／28
9／3～2／28
9／3～1／29
9／3～1／31

契約金額 （円）
3,674,000
32,010,000
46,750,000
5,940,000
10,395,000
26,092,000
68,178,000
11,324,500
30,613,000
8,525,000
12,320,000

［お問い合わせ先］  総務課　☎22-3111
※この入札結果は、予定価格250万円以上の工事・委託業務についてのみ公表しています。
　契約金額は、消費税込みの金額。     
     

四万十町感染症対策商工業施設など整備事業を拡充しました四万十町感染症対策商工業施設など整備事業を拡充しました
　新型コロナウイルス感染症対策として3密（密閉、密集、密接）を防ぐための、事業所および店舗などの衛生対策などに要
する設備投資および備品購入費、消耗品費に対して支援します。
※今回拡充した主な内容は、①複数回申請が行えるようになりました。②消耗品費への補助金が追加となりました。
　主な要件は下記の通り（詳細は四万十町ホームページまたは、にぎわい創出課でご確認ください）

■対象者：四万十町内に事業所もしくは店舗を有する事業者または四万十町内に住所を置き事業を行う方
　　　　　 ※この補助事業で整備を行う事業所や店舗などの営業を継続する意思があることが条件となります。
■補助金額
〇３密を防ぐための店舗などへの設備投資、備品購入費などへの補助【既存】
【補助金額】事業に要する経費の1/2以内(補助金の上限25万円)
【申請回数】設備投資、備品購入の申請は補助金の上限に達するまで何度でも申請できるようになりました。
※設備投資・備品購入で既に当補助金を活用されている方も補助金の上限(25万円)までは複数回申請することができるようになりました。
〇感染予防対策のための消耗品購入費への補助【拡充】
【補助金額】事業に要する経費の10/10以内(補助金の上限5万円)
【申請回数】消耗品購入費の申請は補助金の上限に達するまで2回まで申請できます。
※消耗品費は今回の新規事業ですので対象者であれば、どなたでも申請できます。

■申請受付期間：令和2年9月17日～令和3年２月２８日（３月１０日までに実績報告できることが必須）
［お問い合わせ先］　にぎわい創出課　☎22-3281

　新型コロナウイルス感染症の拡大による地域経済の冷え込みによって町内の新規求人数が急減していることを受け、
町内の雇用および労働を維持するための支援として、影響を受けた事業者に対し、雇用者数や労働者数に応じた助成
を行います。
■対象者　主な要件は下記の通り
（１）新型コロナウイルス感染症の影響により、令和2年4月1日から令和3年2月28日までの期間内において、連続
　 する3カ月の売上が前年同期の売上に対して、20％以上減少した指定の業種※の事業者
　　※指定の業種は四万十町ホームページまたはにぎわい創出課でご確認ください。
（２）四万十町内に事業所もしくは店舗があり、当該事業を継続する意思のある方
（３）国の示す業種別ガイドラインに沿った感染防止対策に取り組んでいる、または取り組む意思がある方
■助成金額：1人あたり8万円または15万円 × 人数 = 助成金額 ※雇用形態等に応じて1人あたりの助成金額が異なります。
■申請受付期間：令和2年9月17日～令和3年3月10日

　新型コロナウイルス感染症の拡大により影響を受けた町内起業者の事業継続を支援するため、平成30年度以降に
起業した事業者で特に影響を受けた業種に対して助成します。
■対象者  主な要件は下記の通り ※詳細は四万十町ホームページまたはにぎわい創出課でご確認ください。
（１）平成30年4月1日から令和2年4月30日までに起業した事業者で、次に掲げる業種の方
　 ・運輸業、郵便業　・宿泊業、飲食サービス業　・教育、学習支援業（中分類81学校教育に分類されるものを除く。）
（２）四万十町内に事業所もしくは店舗を有する事業者（本町に住所を有している）で、当該事業を継続する意思の 
　 ある方
（３）国の示す業種別ガイドラインに沿った感染防止対策に取り組んでいる、または取り組む意思がある方
■助成金額：50万円
■申請受付期間：令和2年9月17日～令和3年3月10日

雇 用 労 働 継 続 支 援 助 成 金四万十町 について

起 業 者 支 援 助 成 金四万十町 について

［お問い合わせ先］　にぎわい創出課　☎22-3281
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Information Information

町営住宅

まちの情報広場
「募集」「イベント」「お知らせ」など
暮らしに役立つ情報をお届けします。

社会福祉法人窪川児童福祉協会

保育士募集Ċ
令和３年度
コミュニティ助成事業

募集Ċ
年金について

国民年金保険料を納めることが
困難なときは免除・納付猶予制度
をご利用ください。

　経済的な理由などで保険料の納付
が困難な場合は、申請により保険料の
納付が免除または猶予される制度があ
ります。
※申請時点から2年1か月前の月分まで、さ
　かのぼって免除を申請できます。
(1)免除(全額免除・一部免除)
本人・世帯主・配偶者の前年所得が
一定額以下の場合、申請により保険
料の納付が全額免除または一部免
除されます。
(2)納付猶予
50歳未満の方で本人・配偶者の前
年所得が一定額以下の場合、申請に
より保険料の納付が猶予されます。
(3)学生納付特例
学生で本人の前年所得が一定額以
下の場合、申請により保険料の納付
が猶予されます。
保険料の追納
保険料の免除や納付猶予の承認を
受けた期間は、10年以内であれば
後から保険料を納めること(追納)が
できます。
※承認を受けた期間の翌年度から起算し
　て3年度目以降に追納すると、当時の
　保険料に経過期間に応じた加算額が
　上乗せされます。

年金生活者支援給付金制度について

　年金生活者支援給付金は、公的年金
等の収入やその他の所得額が一定基
準額以下の、年金受給者の生活を支援
するために、年金に上乗せして支給さ
れるものです。
　受け取りには請求書の提出が必要
です。ご案内や事務手続きは、日本年
金機構（年金事務所）が実施します。
▶対象となる方
老齢基礎年金を受給している方
※以下の要件をすべて満たしている必要
　があります
・65歳以上である
・世帯員全員が市町村民税が非課
　税となっている
・年金収入額とその他所得額の合計
　が約88万円以下である

オクトーバー・ラン＆
ウォーク2020

参加者募集Ċ

～この10月は「走ろう！」「歩こう！」～
　「オクトーバー・ラン＆ウォーク」とは、
10月の1か月間の走行・歩行距離を全
国・市町村対抗のランキングで競い合
うイベントです。
　毎日の散歩や通勤を「スポーツ」とし
て楽しんでみたり、冬場のマラソンシー
ズンに向けて走り込みのモチベーショ
ンアップに活用するなど、町民の皆さん
で一緒に「スポーツの秋」を楽しみ、健
康な身体を目指しましょう。
▶開催期間
　10月1日（木）～10月31日（土）
　参加方法などの詳細は、公式サイト
をご確認ください。

http://octoberrun.jp/

町外に転出されている方で
成人式に出席をご希望の方

募集Ċ

　令和２年４月１日時点で町外に転出
されている方で、本町の成人式に出席
を希望される場合は、案内文書を送付
します。
※令和２年４月１日時点で町内に住所
　を有している方は、申し込みの必要
　はありません。
▶開催日：令和３年１月２日（土）
▶開催場所：窪川四万十会館
▶対象者　　
平成１２年４月２日から平成１３年４月
１日までに生まれた方で、令和２年４
月１日現在、町外に転出している方
で出席希望の方
▶申込締切：１１月３０日（月）
※期限内で申し込みがあった場合、
　案内文書を送付します。
■お問い合わせ先
　生涯学習課　☎２２-３５７６
　　　　　　　FAX ２９-００７３
※新型コロナウイルスの感染状況により内
　容の一部変更や延期または中止になる場
　合があります。

　一般財団法人自治総合センターで
は、宝くじの収益を財源に、社会貢献広
報事業として、地域のコミュニティ活動
の充実・強化を図ることを目的とし、コ
ミュニティ助成事業を実施しています。
令和３年度のコミュニティ助成事業を募
集します。
▶対象者
　町内会などの町が認めるコミュニ
　ティ組織
▶対象事業
　コミュニティ活動に必要な備品や集
　会施設の整備など
▶助成金（10万円未満は切り捨て）
①一般コミュニティ助成事業
　100万円から250万円
②コミュニティセンター助成事業
　５分の３以内、1,500万円まで
③青少年健全育成助成事業
　30万円から100万円
④地域づくり助成事業
　200万円まで

▶募集期限：10月26日(月)まで
■お問い合わせ先
　企画課　☎22-3124

後期高齢者医療の歯科健診

　歯・歯肉の状態や口腔内の衛生状態
等をチェックし、口腔機能の維持・向上、
全身疾患の予防等につなげるため、歯科
健診を実施します。口の健康状態を知る
良い機会ですので、後期高齢者の特性
に合わせた歯科健診を受診しましょう。
▶対象となる方
　高知県後期高齢者医療の被保険者の方
＊ただし、長期入院中の方、施設などへの
　入所者の方は対象外です。
（長期入院患者や施設入所の方は、すでに
健康状態を把握され、医師や施設管理者
等の指導を受けていると考えられることか
ら、歯科健診の対象から除いています。）
▶受診券について
①前年度75歳年齢到達者（昭和１９
　年４月１日～昭和２０年３月31日生
　まれの方）と前年度に後期高齢者
　医療の歯科健診を受診した方に
　は、受診券を事前送付します。
②①以外の方は、お住まいの市町村
　や広域連合に申し込みすると受診
　券が発行されます。
▶料金：無料
※治療が必要な場合の治療費は自己負担
▶受診回数：実施期間内に１回
▶受診方法
事前に、受診を希望する登録歯科医
院を予約して、受診してください。　
▶健診実施期間（令和２年度）
令和２年10月１日～令和３年２月2８日
（５か月間）
▶持ち物：被保険者証、受診券、
　　　　　問診票、入れ歯、お薬手帳
▶健診項目：①歯の状態②咬合の状態
③咀嚼機能④舌・口唇機能（舌および
口唇の巧緻性）⑤嚥下機能（だ液の飲
み込みテスト）⑥口腔乾燥⑦口腔衛生
状況⑧歯周組織の状況⑨問診　

▶実施機関
受診券と同封の実施機関一覧表に
記載されている登録歯科医院
（受診券発送前の実施機関の確認は、お
問い合わせください）
▶健診結果
健診当日、受診した歯科医院で結果
説明が行われます。
▶その他
・歯科健診は、実施期間内に１回のみ
　無料の対象です。後日、重複受診が
　判明した場合は、費用を請求します。
・健診結果は、保健指導などに活用
　させていただきますのでご了承くだ
　さい。
■お問い合わせ先
　町民課　☎22-3117

高齢者インフルエンザ予防接種
▶対象者
①接種日に65歳以上の方
②接種日に60歳以上65歳未満の方
　で、心臓、じん臓もしくは呼吸器の
　機能またはヒト免疫不全ウイルス
　（ＨＩＶ）による免疫機能に重い障害
　がある方（身体障害者手帳1級ま
　たは同程度と診断された方）
▶実施期間：10月1日（木）～12月31日（木）
※委託医療機関の休診日を除く
▶接種回数：実施期間中に1回のみ
▶接種費用：無料
（今年度については、自己負担金（1,100円/1
回）を高知県が負担することとなりました）
※生活保護受給者は、接種の際、下記問
　い合わせ先にて発行する「自己負担金
　免除証明書」が必要となります。（本人
　以外が申請する場合は委任状が必要）
▶接種場所：県内の委託医療機関
■お問い合わせ先
健康福祉課　　　　☎22-3115
大正　町民生活課　☎27-0112
十和　町民生活課　☎28-511１

▶募集戸数：1戸　
▶募集住宅
　大正城山ハイツ・３DK（大正）
　十川鍋谷団地・３DK（十和）
▶申込受付期限：１０月３０日（金）必着
▶必要な書類
　入居申込書・住民票・完納証明・所
　得を証明する書類
▶その他
　①申し込みは１回の募集において
　　１世帯につき１通に限ります。

▶募集人員：正規職員保育士若干名
▶応募資格
　昭和５５年４月２日以降に生まれた方
　で保育士の資格を有する方、または
　令和3年3月31日までに資格取得見
　込みの方
▶職種：保育士
▶提出書類
①申込用紙（四万十町見付町民館
　内窪川児童福祉協会に備付）
②自筆の履歴書（A4サイズ、撮影
　3か月以内の顔写真を貼付）
③保育士証の写し、幼稚園教諭免
　許状の写し各1部
④保育士資格を取得見込みの方は
　卒業見込証明書など
▶書類提出先
社会福祉法人窪川児童福祉協会
事務局
※郵送による申し込みは、宛先を明
　記した返信用封筒（長形３号、９４
　円切手貼付）を同封し、簡易書留
　郵便利用 １０月２７日（火）必着
▶受付期間
１０月１２日（月）～１０月２７日（火）
土・日・祝祭日除く
午前８時３０分～午後５時１５分
（正午から午後１時まで除く）
▶試験日および試験内容
１１月８日（日）
一般教養筆記試験、小論文、面接
▶試験場所
応募者に追ってお知らせします。
▶採用予定日 : 令和３年４月１日
※長期臨時職員・パート職員も随
　時募集しています。
■申し込み・お問い合わせ先
社会福祉法人 窪川児童福祉協会
〒786-0002 四万十町見付977番地1
☎22-3434

　　

入居者募集Ċ

参加費
無料！

i お知らせ
障害基礎年金・遺族基礎年金を受給
している方
※以下の要件をすべて満たしている必要
　があります
・前年の所得額が約462万円以下
　である
▶請求手続き
①新たに年金生活者支援給付金を
　受け取りいただける方
受け取り対象の方には、日本年金機
構から10月中旬頃から、請求可能な
旨のお知らせを送付します。同封の
はがき（年金生活者支援給付金請求
書）に記入し提出してください。令和
３年２月１日までに請求手続が完了す
ると、令和２年８月分からさかのぼっ
て受け取ることができます。
②年金を受給しはじめる方
年金の請求手続きと併せて年金事
務所または市区町村で請求手続きを
してください。

次回年金相談のお知らせ
▶日時：令和2年12月2日（水）
　　　　10:00～15:00
▶場所：役場西庁舎　1階会議室
※年金事務所へ予約が必要です

■お問い合わせ先
　高知西年金事務所　☎088-875-1717
　町民課　　　　　　☎22-3117
　大正　町民生活課　☎27-0112
　十和　町民生活課　☎28-5112

そ しゃく

えん  げ

　②入居資格、申し込み方法などにつ
　　いては建設課までお問い合わせく
　　ださい。
▶申込書配布場所
　建設課、大正・十和地域振興局
　興津出張所
■お問い合わせ先
　建設課　☎２２-３１２０
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Event

90秒で読めちゃう連載防災コーナー！
ゆうびむかん

有 無患
連載第6回

避難所のはなし…【お問い合わせ先】危機管理課 ☎22-3280

5

災害時、デマ情報に気を付けよう！
災害時、被害情報や被災者支援のために様々な情報が飛び交います。こうした情報の中には真偽が分からない情報も含まれています。
災害時の混乱した状況ではデマやうわさの真偽検証ができない場合があります。拡散に加担しないよう十分に注意しましょう。

デマ拡散の加害者に
ならないための”ソウカナ”

デマを流してしまう3つの心理
①不安
②怒り
③善意

①結論をソク（即）断するな
    すぐに決めつけないこと！
②ごっちゃにしてウ（鵜）呑み
にするな
あっさり信じる前に真実か噂か
吟味すること！

③一つの見方にカタ（偏）よるな
その情報を別の角度から見ること！

④注目部分のナカ（中）だけ
　見るな
　 物事の裏側に隠れていることはないか
　 検討！

過去の災害時にあったデマ情報

参考：インターネットメディア協会

「コスモ石油の爆発による有害物質が雨とともに降る。」（東日本大震災）
「動物園からライオンが放たれた。」（熊本地震）
「自衛隊の方からの情報。推定時刻5～6時間後に大きい地震が来る
可能性が高い。」（北海道胆振東部地震）

デマや誤った情報が拡散してしまう背景には、人の心理が大きく影響しています。

状況が掴みにくく不確実なことが起きているという不安
いつ事態が収束するのか、見通しが立たないことへの怒り
少しでも人に役に立つ情報を伝えようという善意

次回

▶内容：チェーンソーのおさらい、間伐作業
※安衛則の改正に係る安全衛生特別教
　育規程の追加講習ではありません。
▶参加条件　
　チェーンソー講習を受けたことがある方
▶開催日時
　11月14日（土）～11月15日（日）
　１泊２日
▶場所：四万十町大正
▶講師：高知大学フィールド技術室　
　　　　今安　清光 先生
▶参加費：8,000円（宿泊・食事代）
　※宿泊や食事が必要ない方はご相談ください。
▶定員：10名
▶受付締め切り：10月16日（金）
▶申込方法
電話、郵送またはFAX、メール
（四万十川財団HPより書式をダウンロー
ドいただけます）
■申し込み・お問い合わせ先
　公益財団法人四万十川財団（担当：丸石）
 〒786-0013 四万十町琴平町４７４－１
　☎29-0200　FAX 29-0201

Information

休日在宅当番医

كق10/18

كق10/25

كق11/1

كౌق11/3

كق11/8

大西病院

くぼかわ病院

☎ 22-1191

☎ 22-1111

☎ 27-0210
大正診療所でも、休日・夜間の
急患の診療に対応しています。
必ず電話で確認のうえ受診をお願いします。

休日水道修理当番

كଅق10/17

كق10/18

كଅق10/24

كق10/25

كଅق10/31

كق11/1

كౌق11/3

كଅق11/7

كق11/8

高橋設備

桑原水道

横山建材店

岩本商店

日化住宅機器

宮脇水道

高橋設備

桑原水道

横山建材店

☎ 22-0662

☎ 22-1163

☎ 22-3608

☎ 22-2716

☎ 22-0407

☎ 22-1581

☎ 22-0662

☎ 22-1163

☎ 22-3608

≎

無料相談

内容 日 時 場 所 お問い合わせ先

１日行政相談【大正】

１日行政相談【十和】

１日行政相談【窪川】

１日行政相談【窪川】

12:00ع10:00كাق10/12

15:00ع13:00كাق10/12

15:00ع10:00كౌق10/13

15:00ع10:00كౌق11/10

大正地域振興局２階 小会議室

十和地域振興局２階 第２会議室

農村環境改善センター２階 第１会議室

農村環境改善センター２階 第１会議室

大正 町民生活課
☎27-0111

十和町 民生活課
☎28-5111
総務課

☎22-3111
総務課

☎22-3111

今月の納期 
納期 内 容 お問い合わせ先

11/2
كাق

町県民税
（３期）

国民健康保険税
（4期）
介護保険料
（4期）

後期高齢者医療
保険料（4期）

税務課
☎ 22-3116
税務課

☎ 22-3116
高齢者支援課
☎ 22-3900
町民課

☎ 22-3117

！ 休日水道修理当番は窪川地域のみです。

大正・十和地域の方は各地域振興局にお問い合わせください。

大正 地域振興課 ☎ 27-0111
十和 地域振興課 ☎ 28-5111

▶行政相談…ْ窪川】行政相談員 森 英真 【大正・十和】行政相談員 林 久志（秘密厳守です。）

最低賃金改正のお知らせ

　高知労働局では、県内すべての労働
者に適用される「高知県最低賃金」を
改正し、令和２年10月３日から施行する
こととしました。
●この決定により、令和２年10月３日
以降分として労働者に支払う賃金は、
１時間792円以上としなければなり
ません。

■お問い合わせ先
高知労働局（賃金室）　
☎088‒885‒6024
※または、最寄りの労働基準監督署
高知労働基準監督署　
☎088‒885‒6031
須崎労働基準監督署
☎0889‒42‒1866
四万十労働基準監督署　
☎0880-35‒3148
安芸労働基準監督署　
☎0887‒35‒2128

2度目の四万十きこり塾

i お知らせ中村線開業50周年
記念パネル展

　皆さまのご支援に支
えられ、中村線は10月
１日に開業50周年を迎えました。その記
念と感謝を込めて、中村線50年の歩み
とともに懐かしい思い出や記憶が蘇る
ような映像、写真や新聞記事などを展
示します。会場を移動して開催しますの
で、お気軽にお立ち寄りください。皆さ
まのご来場をお待ちしています。
▶日時・場所
　●10月1日（木）～10月15日（木）
　　中村駅（待合室）
　●10月20日（火）～11月5日（木）
　　天神橋商店街
　●11月10日（火）～11月16日（月）
　　フジグラン四万十
■お問い合わせ先
　土佐くろしお鉄道㈱ 総務部 
　企画営業課　☎0880-35-4962
　〈平日  9：00～17：00〉

　        HPはこちらから▶

参加者募集Ċ
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　当日は、晴天で最高のカヌー日和となり、町内の小学4年生
～中学1年生の9名が参加して行われました。窪川中津川をス
タートし、松葉川三堰キャンプ場までカヌーを漕いで下りました。
今年は、初の5kmのロングコースで行い、コースの所々、流れ
が速い地点もあり、通過する前は表情が曇っている参加者もい
ましたが、上手く通り過ぎると思わず笑顔がこぼれていました。
途中、「疲れた～」と言
いながらも無事、参加
者全員が松葉川の三
堰まで到着しました。

リ バーアドベンチャー２０２０
8 月 1 6 日 開 催 ！
初のロングコース（ 5 k m ）に挑戦！

▶

参加した小中学生の皆さんと記念撮影

　興津中学校の生徒が一昨年度に作成した「津波到達時
間表示板」を外国語で補完する「多言語表記板」を作成し
地域に掲示しました。この活動は、興津地域に居住する東
南アジア諸国からの技能実習生の方々に地震や津波の
恐ろしさを伝え、地震後はす
ぐに避難していただくことを
目的としています。

津波 到 達 時 間 表 示 板
多 言 語 表 記 板 完 成！
4 か 国 語 に 対 応

▶

堤防に多言語表記板を取り付ける興津中学校の生徒さん

　８月２２日、四万十町窪川Ｂ＆Ｇ海洋センターで第９回
くぼかわスポーツクラブ杯　スカッシュバレーボール大会
を開催しました。8チームが参加して行われ、暑い中優勝
を目指して熱戦が繰り広げられました。次回の大会は、
11月に開催予定です。多くのご参加をお待ちしており
ます。

第９回くぼかわスポーツクラブ杯
スカッシュバレーボール大会
優 勝 は H ス マ イ ル チ ー ム ！

▶

優勝したHスマイルチーム

　自治総合センターによる宝くじの社会貢献広報事業
として、宝くじの受託事業収入を財源として実施して
いるコミュニティ助成事業の助成金を受け、下津井地
区が納涼祭などで使用するテントや机、イスなどの備
品を整備しました。

宝く じ 助 成 金 で
下 津 井 地 区に備 品 整 備
地 域 で 活 用 す る テ ントや 机 な ど

▶

助成金で整備されたテント

英語・ベトナム語・　
フィリピン語・中国語に対応▶

　世界各地を飛びまわり、ヤイロチョウ
をの写真を撮影している松村伸夫氏の
写真展。松村氏をお招きしてトーク
ショーも行われます。

〈松村伸夫氏のトークショー〉
　日時

10月17日（土）、12月26日（土）
15：00～16：00

▶日時
8月２日（日）～12月２６日（土）
10:00～1５:00 
▶場所：四万十ヤイロチョウの森
　　　　ネイチャーセンター
▶休館日：毎週水・木曜日
▶入館募金：３００円（２０歳未満除く）
■お問い合わせ先
　（公社）生態系トラスト協会　

　☎050-8800-2816

世界のヤイロチョウ写真展

「誰でも」「自由に」「弾ける」
ストリートピアノ “森のピアノ”

　予約の必要はありません。自然の中
で弾くピアノをぜひお楽しみください。
▶日時：9月26日（土）～11月29日（日）
　　　　土日祝日のお天気の良い日
　　　　10:00～15：3０
　　　　 ※雨天時・平日は設置されません。
▶場所：四万十緑林公園
■お問い合わせ先
　窪川四万十会館　☎2２-４７７７

収蔵作品展
（前期）まなざし
　四万十町にゆかりのある作家による
　風景画展
　収蔵作品の中から、四万十町にゆかり
のある作家による風景画14点を展示。
▶日時 ：9月12日（土）～10月22日（木）
　　　　10:00～17:30（日曜は16:30
　　  　　まで、最終日は１６：００まで）
（後期）あしあと
　四万十町立美術館所蔵画家の歴史展
　明治から令和へ
　収蔵作品を中心に、明治生まれの作
家から今へ続く作家までの絵画作品
17点を展示。
▶日時： 10月31日（土）～12月9日（水）
　　　　10:00～17:30（日曜は16:30
　　  　　まで、最終日は１６：００まで）
▶場所：四万十町立美術館
▶観覧料：200円
（高校生以下無料）「身体障害者手帳（１級・２
級）、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳、長
寿手帳に類するもの（運転免許証や保険証等）
を提示する65歳以上の方は無料。
▶休館日：月曜日・祝日　
■お問い合わせ先
　四万十町立美術館　☎22-5000

「本は応援してくれる友だち」　
▶日時：10月31日（土）
　　　　14:00～16：００
▶会場：四万十町立図書館
　　　　2階会議室
▶駐車場：四万十町旧役場跡地
▶講師：森　寛暁
　　　　（四万十町立昭和小学校教諭）
▶参加費：無料
▶持ってくるもの
無人島に行くことになったら必ず
持っていく本をご持参ください
■申し込み・お問い合わせ先
四万十町立図書館
本館　　　☎22-5000　
大正分館　☎27-1193
※会場の席の都合がありますので事前
　の申し込みをお願いします。

美術館・図書館

子どもに絵本や読書の
橋を架ける連続講座　第２回

2020年 組子細工展
大工が造る組子細工

　伝統的な日本建築の装飾技法「組
子細工」。飛鳥時代から伝わる木工技
術で、くぎを使わずに木材に入れた切
り目をかみ合わせて作ります。作品展
示のほか、組子細工教室も行われます。
▶日時：11月1日（日）～29日（日）
　　　　9:00～17：００
▶場所：古民家カフェ半平
■予約・お問い合わせ先
　古民家カフェ半平 ☎050-8807-5075

第 45回 台地まつり
　今年度は、よさこい踊りや屋台が中
止になり、展示会が中心になります。
▶日時：11月7日（土）・8日（日）
　　　　9:00～17：００
▶場所：役場東庁舎側一帯
■お問い合わせ先
　四万十町観光協会　☎29-6004

chercher（シェルシェ）2020

▶日時：10月24日（土）
　　　　11:00～20:30
　飲食や雑貨、体験ブースなどの出店
　昼の部：11:00～16:00
　夜の部：16:00～20:00

［星空映画館（野外シネマ）］※要申込
▶上映作品：50回目のファーストキス
▶上映時間：18:30～20:30
▶チケット料金
（1,000円分の飲食クーポン付き）
おとな1,500円
高校生以下1,200円
（先着200名）
▶場所：四万十緑林公園
■お問い合わせ先
　窪川四万十会館　☎2２-４７７７
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今
月
の

▲笑顔の奥には「いつか
　強くなるんだ！」という
　熱い思いがありました。

　
今
年
は
、コロ
ナ
禍
で
さ
ま
ざ
ま
な
イ

ベ
ン
ト
が
中
止
、延
期
に
追
い
込
ま
れ
、

ジ
ャ
ン
ル
を
問
わ
ず
涙
を
飲
む
人
が
続

出
す
る
事
態
。イ
ン
タ
ー
ハ
イ
の
中
止
も

そ
の
一つ
で
す
。

　「
3
月
の
中
頃
か
ら
練
習
も
で
き
な

く
な
って
い
て
、も
し
か
し
た
ら
…
と
は

思
って
た
け
ど
、イ
ン
タ
ー
ハ
イ
中
止
を

聞
い
た
時
は
、し
ば
ら
く
何
も
考
え
ら
れ

ま
せ
ん
で
し
た
」

　
そ
う
話
し
て
く
れ
た
の
は
、高
知
南
高

校
柔
道
部
キ
ャ
プ
テ
ン
で
3
年
生
の
樋
口

侑
朔
さ
ん
。四
万
十
町
与
津
地
で
生
ま

れ
、東
又
小
学
校
か
ら
高
知
南
中
学
校
、

そ
し
て
南
高
校
へ
進
み
ま
し
た
。侑
朔
さ

ん
は
、保
育
園
児
の
時
か
ら
、窪
川
少
年

柔
道
ク
ラ
ブ
に
所
属
し
、柔
道
に
打
ち
込

ん
で
き
ま
し
た
。「
小
学
生
の
時
は
勝
っ

た
り
負
け
た
り
で
、優
勝
し
た
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。悔
し
く
て
、いつ
か
強

く
なって
や
るって
思って
い
ま
し
た
」

　
そ
ん
な
思
い
も
あ
って
、高
知
南
中
学

校
へ
。4
歳
上
の
お
兄
さ
ん
も
南
中・高

柔
道
部
で
頑
張
っ
て
い
た
こ
と
も
侑
朔

さ
ん
を
後
押
し
し
ま
し
た
。中
高
一
貫
の

学
校
な
の
で
、練
習
相
手
は
高
校
生
の

時
も
あ
り
ま
す
。そ
ん
な
環
境
で
頑
張
る

う
ち
に
、メ
キ
メ
キ
力
を
つ
け
、と
う
と
う

中
学
3
年
生
の
時
に
、全
国
中
学
校
体

育
大
会（
全
中
）高
知
県
予
選・66 

kg
級

で
見
事
優
勝
し
、高
知
県
代
表
選
手
と

し
て
全
国
の
舞
台
に
立
ち
ま
し
た
。し
か

し
、全
国
の
壁
は
厚
く
、思
う
よ
う
な
結

果
を
出
せ
な
かった
そ
う
で
す
。

　「
高
校
で
は
全
国
で
戦
え
る
力
を
つ
け

る
ん
だ
！
」と
、再
び
猛
練
習
に
励
ん
だ

侑
朔
さ
ん
は
筋
骨
隆
々
、90 

kg
級
ま
で

体
も
大
き
く
な
り
ま
し
た
。そ
し
て
県
内

で
は
圧
倒
的
な
優
勝
候
補
と
い
う
存
在

に
。い
よ
い
よ
、全
国
への
リ
ベ
ン
ジ
が
見

え
て
き
た
最
終
学
年
の
今
年
、ま
さ
か
の

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
中
止
。

　「
県
予
選
の
優
勝
は
も
ち
ろ
ん
、四
国

大
会
で
も
全
国
大
会
で
も
、結
果
を
出

す
つ
も
り
で
し
た
し
、そ
の
姿
を
両
親
に

見
せ
よ
う
と
思って
い
ま
し
た
」

　
5
月
か
ら
再
開
し
た
練
習
で
は「
キ
ャ

プ
テ
ン
と
し
て
の
責
任
を
果
た
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
思
い
と
、目
標
が

な
く
なって
し
まっ
た
絶
望
感
の
間
で
心

が
揺
れ
、精
神
的
に
は
き
つ
い
も
の
が
あ

り
ま
し
た
」そ
ん
な
、辛
い
思
い
の
中
で
、

な
ん
と
か
練
習
を
続
け
て
い
た
時
に
、高

知
県
独
自
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
予
選
代
替

大
会
を
開
催
す
る
と
い
う
知
ら
せ
が
入

り
ま
し
た
。「
よ
し
！
気
持
ち
を
切
り
替

え
て
、最
後
の
最
後
に
悔
い
の
残
ら
な
い

内
容
の
試
合
を
思
い
切
り
や
ろ
う
！
」そ

う
思
い
直
し
て
挑
ん
だ
9
月
12
日
の
県

大
会
は
、実
力
通
り
の
オ
ー
ル一
本
勝
ち

で
見
事
優
勝
！
し
か
も
全
て
違
う
技
に

よ
る
一
本
で
し
た
。

　「
柔
道
が
僕
を
成
長
さ
せ
て
く
れ
た
こ

と
は
間
違
い
な
い
で
す
。強
く
な
か
っ
た

時
に
も
あ
き
ら
め
な
かった
こ
と
、い
い
友

達
や
先
輩
、先
生
に
出
会
え
た
こ
と
、頑

張
っ
た
分
だ
け
必
ず
身
に
な
る
と
知
っ
た

こ
と
、本
当
に
い
い
こ
と
ば
か
り
で
し
た
」

　
そ
し
て「
勝
て
な
く
て
自
信
が
持
て
な

い
小
学
生
た
ち
に
も
、続
け
れ
ば
必
ず
い

い
こ
と
が
あ
る
よって
言って
あ
げ
た
い
で

す
。い
つ
か
、小
学
生
た
ち
に
柔
道
を
教

え
て
あ
げ
た
い
と
思
い
ま
す
」自
身
の
経

験
か
ら
こ
う
話
し
て
く
れ
た
侑
朔
さ
ん

は
、卒
業
後
は
理
学
療
法
士
を
目
指
し

ま
す
。

樋口　侑朔さん
（与津地）　
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秋
の
花
粉
症
の
原
因
の
一
つ
に
ブ
タ
ク
サ

が
あ
り
ま
す
が
、
実
は
ブ
タ
ク
サ
は
他
の
植
物
と
よ
く

間
違
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
。
そ
の
間
違
わ
れ
る
ナ
ン

バ
ー
ワ
ン
が
セ
イ
タ
カ
ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ
な
の
で
す
。
秋
の
花
粉

症
の
原
因
と
な
る
植
物
は
50
種
類
以
上
も
あ
っ
て
、
特
に
有
名

な
の
が
ブ
タ
ク
サ
や
ヨ
モ
ギ
で
す
。
間
違
わ
れ
る
原
因
と
し
て

は
、
両
方
と
も
外
来
種
で
明
治
時
代
に
持
ち
込
ま
れ
た
植
物
。

そ
し
て
、
黄
色
い
花
が
咲
き
、
背
丈
が
２
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
に

な
り
、
道
端
や
河
原
に
生
え
て
い
る
な
ど
の
共
通
点
で
す
。
黄

色
い
花
の
イ
ン
パ
ク
ト
が
セ
イ
タ
カ
ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ
の
ほ
う
が

強
い
の
で
、
ブ
タ
ク
サ
と
思
っ
て
し
ま
う
人
が
多
い
よ
う
で
す
。

　
そ
も
そ
も
、
セ
イ
タ
カ
ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ
は
花
粉
を
ミ
ツ
バ
チ

な
ど
に
よ
っ
て
媒
介
さ
せ
る
植
物
で
あ
っ
て
、
花
粉
を
風
に
乗
せ

て
ば
ら
ま
く
植
物（
風
媒
花
）で
は
な
い
の
で
す
。
本
来
、
セ
イ

タ
カ
ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ
は
花
を
観
賞
す
る
た
め
に
入
っ
て
き
た
北

ア
メ
リ
カ
原
産
の
菊
の
仲
間
で
す
。
和
名
の
由
来
は
、
同
じ
属

の
ア
ワ
タ
チ
ソ
ウ
よ
り
も
草
丈
が
高
い
た
め
で
す
。

　
秋
の
花
粉
症
の
原
因
と
勘
違
い
さ
れ
て
嫌
わ
れ
る
植
物
の
一

つ
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
セ
イ
タ
カ
ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ
。
い
っ
た
ん

広
ま
っ
た
風
評
は
、
な
か
な
か
消
え
そ
う
に
あ
り
ま
せ
ん
。

セ
イ
タ
カ
ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ

ࡠ
ಣ
Ɉ
ဇ
ा!

21
ॢ

＜作り方＞
①米を洗って、炊く。
②だいこん葉を茹で、水にさらして水分を
　切ったら1cm幅に刻む。
③炊けたご飯に、刻んだだいこん葉・
　塩・ごまを混ぜ合わせたら、
　できあがり。

【材　料】（４人分）

㘵⪀ࠎߎߛ

! ! ߅ ߁ ߜ ߢ ⛎ 㘩  ࡇࠪ

・米
・だいこん葉
・食塩
・ごま

…………………2合
………80ｇ

………………3.2ｇ
…………………4ｇ

චቇᩞ⛎㘩
✬࠲ࡦ

　9月21日の敬老の日、町長がご長寿の方を訪問しまし
た。今年は2人の方を対象に訪問し、長寿のお祝いをしま
した。なお、本町の最高齢は烏手にお住いの106歳の北
格子さんです。

敬老 の 日 の ご 長 寿 訪 問
本 町 最 高 齢 は 1 0 6 歳
お め で と う ご ざ い ま す ！

▶

天ノ川にお住まいの芝佐和美さん100歳
しば  さ  わ  み

　今年も高知新聞企業の主催により、9月1日に金婚夫婦
祝福式典が県内5会場で開催されました。新型コロナウイ
ルス感染予防対策を行いながらの式典となり、四万十町
からは12組（出席は10組）の金婚ご夫婦が、新ロイヤル
ホテル四万十で多くの方々から祝福をうけられました。

第63 回 金 婚 夫 婦 祝 福 式 典
県 内 5 会 場 で 開 催
お め で と う ご ざ い ま す ！

▶

中尾町長から記念品が贈呈されました

▶昭和にお住まいの杉本文子さん103歳　 ▶四万十市会場に参加された皆さん
すぎもとふみ こ

きた

ただ   こ
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大
正
町
・
旧
十
和
村
は
、
江
戸
時
代

ま
で「
上
山
郷
」と
い
っ
た
。上
山
郷

は
上
分
と
下
分
に
分
か
れ
て
お
り
、
ざ
っ

く
り
分
け
る
と
上
分
が
旧
大
正
町
、
下
分

が
旧
十
和
村
と
な
る
の
だ
が
、
細
か
く
見

て
い
く
と
、
旧
大
正
町
の
中
で
も
下
分
で

あ
っ
た
と
こ
ろ
も
あ
る
。江
師
も
そ
う
で

あ
る
。上
山
郷
と
は
、
こ
の
地
を
支
配
し
て

い
た
上
山
氏
の
名
に
よ
る
。

　さ
て
、
江
師
へ
。窪
川
方
面
か
ら
国
道

3
8
1
号
を
走
り
、
田
野
々
を
過
ぎ
る
。田

野
々
ト
ン
ネ
ル
を
左
手
に
見
な
が
ら
直
進

し
、
梼
原
方
面
へ
向
か
っ
て
国
道
4
3
9

号
を
行
く
。最
初
の
ト
ン
ネ
ル（
江
師
ト
ン

ネ
ル
）を
く
ぐ
る
と
す
ぐ
に
梼
原
川
を
渡

る
。橋
を
渡
っ
た
と
こ
ろ（
小
石
ト
ン
ネ
ル

の
手
前
）を
左
折
す
る
と
、
小
石
地
区
で
、

こ
の
集
落
を
抜
け
る
と
左
手
の
梼
原
川

の
向
こ
う
に
江
師
の
集
落
が
広
が
る
。背

後
に
あ
る
雄
大
な
山
並
み
の
裾
野
に
民

家
が
点
在
し
て
い
る
。地
区
に
は「
オ
ー
ト

キ
ャ
ン
プ
場
・
ウ
エ
ル
花
夢
」が
あ
り
、そ

の
す
ぐ
近
く
で
縄
文
時
代
の
遺
跡
が
発
掘

さ
れ
た
。

　慶
長
2
年（
1
5
9
7
＝
関
ヶ
原
の
合

戦
の
3
年
前
）の
記
録
に
は「
江
志
村
」と

あ
り
、
こ
の
頃
に
は
す
で
に
16
町
を
超
え

る
耕
作
地
が
存
在
し
た
と
あ
る
。江
戸
時

代
に
入
り
、常
に
30
〜
40
世
帯
・
2
0
0
人

前
後
の
人
々
が
暮
ら
す
大
き
な
村
で
あ
っ

た
。こ
の
時
代
は
、
近
隣
の
木
屋
ヶ
内
村
・

小
石
村
・
下
道
村
を
江
志
村
の
小
村
と
し

て
い
た
と
、
享
保
元
年
の
記
録
に
あ
る
。こ

の
記
録
に
よ
れ
ば
、
本
村
で
あ
る
江
志
村

に
庄
屋
を
置
き
、
各
小
村
に
は
名
本
と
い

う
、
村
長
の
よ
う
な
役
職
を
置
き
支
配
し

て
い
た
ら
し
い
。

　橋
か
ら
江
師
地
区
を
眺
め
る
と
、
左
前

R439

R381

土佐
大正

至高知市

至 黒潮町

十川

R56

窪川

旧

方
に
小
高
い
里
山
の
よ
う
な
こ
ん
も
り
と

し
た
山
が
あ
る
。こ
の
山
は「
環
流
丘
陵
」

で
あ
る
。つ
ま
り
、
か
つ
て
の
梼
原
川
は
、

こ
の
山
を
ぐ
る
っ
と
回
っ
て
蛇
行
し
て
い

た
の
で
あ
る
。今
年
2
月
に
、
2
週
に
わ

た
っ
て
放
映
さ
れ
た
N
H
K「
ブ
ラ
タ
モ

リ
」で
は
、十
和
・
大
井
川
地
区
に
残
る
環

流
丘
陵
が
紹
介
さ
れ
た
。そ
の
中
で「
四
万

十
川
沿
い
に
は
幾
つ
か
の
環
流
丘
陵
が
あ

る
」と
あ
っ
た
よ
う
に
、
四
万
十
川
の
支
流

で
あ
る
梼
原
川
に
も
存
在
す
る
の
で
あ
る
。

　こ
の
環
流
丘
陵
の
北
西
方
向
に「
折
付
」

と
い
う
場
所
が
あ
る
。こ
こ
は
、
山
か
ら

街
道
を
下
っ
て
き
た
場
所
で「
降
り
着
い

た
と
こ
ろ
」と
い
う
意
味
な
の
だ
そ
う
だ
。

　こ
の
山
越
え
の
街
道
は
十
和
方
面
と

の
往
来
の
重
要
ル
ー
ト
だ
っ
た
ら
し
い
。

十
和
方
面
と
の
往
来
が
盛
ん
で
あ
っ
た
こ

と
を
示
す
神
社
が
あ
る
。江
師
に
は
森
神

社
と
い
う
神
社
が
あ
っ
て
、
現
在
は
小
さ

な
祠
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
が
、
こ
の
森

神
社
の
元
は
森
野
神
社
で
あ
っ
た
と
さ
れ
、

戦
国
末
期
の
記
録
の
森
野
神
社
の
項
に

「
森
野
堅
物
」と
い
う
武
士
の
名
が
記
さ
れ

て
い
る
。森
野
と
い
う
姓
は
今
も
十
和
に

残
っ
て
い
る
。

 ☎（0880）22-3124
　（0880）22-3123FAX本文など内容の一部に見やすく読みまちがえにくい

ユニバーサルデザインフォントを採用しています。

江  

師

え

　   

　
　し

なるほど環流丘陵らしい形をしている。

町のうごき

人口 前月比
男
女
計

世帯数

出生 死亡 転入 転出
男
女
計

2
3
5

15
10
25

21
18
39

13
13
26

7,878
8,673
16,551
8,379

窪川地域 11,709人 大正地域 2,311人 十和地域 2,531人

ー5
ー2
ー7
±0

（8月31日）　 

（8月中の届出）

四万十川の
水質状況

適正値（mg/ｌ）
リン酸 ≦  1.0
硝　酸 ≦  0.5

アンモニウム ≦  5.0
アニオン活性剤 ≦  1.0
化学的酸素要求量 ≦10.0

調査：大正（吾川） 
資料：四万十高校自然環境部

9月10日
測定範囲以下
測定範囲以下
測定範囲以下
0.20

測定範囲以下

四万十町通信

か
み
や
ま
ご
う

か
み
ぶ
ん

し
も
ぶ
ん

み
ょ
う
も
と

お
り
つ
き

か
ん
り
ゅ
う
き
ゅ
う
り
ょ
う


